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１．概要（Summary） 

固体基板上に作製した自己組織化膜が分離場として

注目されている。我々はガラス基板表面にパターニングさ

れた自己組織化膜を構築することを目的として、大阪大

学ナノテクノロジー設備供用拠点の設備を利用して微細

加工を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

スパッタ装置、LED 描画装置、反応性イオンエッチング

装置 

 

・実験方法 

スパッタ装置を用いてカバーガラス上に成膜した Cr 被

膜に、LED描画装置によってマスクパターンを描画した。

次に反応性イオンエッチング装置を用いてCF4ガスにより

ガラス表面をエッチングした。最後に、本加工を施したカ

バーガラス表面に蛍光物質のクロロホルム溶液を滴下し、

乾燥等の操作を経て基板上に自己組織化膜を構築した。

その後蛍光顕微鏡を用いてそのパターンを観察した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

スパッタ装置、LED 描画装置、反応性イオンエッチン

グ装置を用いて、カバーガラス表面に幅 50 ~ 400 μm×

50 ~ 100 μm (条件により異なる)、平均深さ 100 nm程度

のマイクロウェルを作製した。接触式段差計によってその

表面構造を測定した(Fig. 1)。 

マイクロウェル上に作製した蛍光分子を含む自己組織

化膜を顕微鏡観察した(Fig. 2)。観察された蛍光パターン

は作製した表面構造と一致し、マイクロウェル内にのみ膜

を選択的に構築することに成功した。 

今後、本手法で作製した膜の分離デバイスへの応用に

向けて、マイクロウェル底面の平滑化等、表面構造の最適

化が必要である。 

 

Fig.1 Surface structure of glass. 

Fig.2 Micro-patterned self-assembled membrane. 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・特になし 
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６．関連特許（Patent） 
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